
令
土木技術者にとってのIT

《前編》

いま、土木技術者として身につけるべきこと

◆ 
世の中"IT、IT"って騒いでいるけれと、

この流れを土木技術者はとうとらえるべきなのか？

今回、土木学会土木情報システム委員会情報共有技術小委員会の協力を得て、

2回にわたる座談会を開催し、土木技術者にとっての ITを考える。
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■ますは困ったことから

佐藤◎本□お集まりいただいた皆さんは、大学、発ii

者、ゼネコン、コンサルタントというそれぞれ児な.)

た,[場で、情報技術の杵及とか椋準化、 ,i1・11liJなどに取

り糾んでおられます。そうしたなかで、 ・t院にし、ろし、

ろな問題とか失敗とかl村ってし、ることがあると思、＼ヽま

す。まずは、その辺の話からおll¥lきしたし、と息し、ます6

古村さんの会社ではどうですか。

古村◎情報の共打・交携では、ま

ず部腎内のパソコンを LANでつ

ないで、ファイル共打とデータ阜ペ

送ができるようになりました。次

に、社内のネットワークがつなが

り、インターネットにつながりで、

その間の動きがすごくり＇かったこ

とと、情報交挽のエリアが・丸に

広がったことで、それにflうトラ

‘̀ 

、`

'~. 

"a. 

フルとし、うんですかね、 l'f.翌っている）jが粘構多かっ

たなあ、あるしヽは現状でも多しヽなあとしヽう感じがして

しヽます。それは、データは送られてきたけれども、使

・）て＼ヽなし、アプリケーションのデータであったり、 11:

縮さ il てし、たリ・・•。データの扱 t 、 )jがよくわからなし、

のでnllllされたことがよくありましたね。

佐藤いfI直さんの会札てはti内的にも糾識化されて進

められているとおIJHきしていますが、その辺はどうで

すか。

伊藤fi)'l'itlはJt, 校(IりりI.しヽ11,Y,期から

情報技術にm,してきました。こ

のため、いわゆる情報の共{f化を

ti内でどうやるのかという課題に

対して、かなりのお金と時間もか

けてきました n 初めのころはメー

ルを使うという Allはものすごく

少なくて、ほんのf11J人かだけでの

趣Illの111り（であったものが、ここ“
 

t, 

｀
し
か

イ

佐藤郁氏
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~- :1年であ-)とし、 -j11¥J Iこ、北洵

直から沖縄に iヽるまでHJI、J令部に

iiき渡って、ごく‘りたり tiり1こti'i'rll

交換かできるようになりよした Q

これはものすごし、！！伍＇．．にな., -cし、

ます" HI'、JI こ It•,りl"I分野ごと cl)メ
皆川勝氏

佐藤,,り小松さんは＇ん辿的に愉報技

術を泊）llした部料で泊躍されてい

ますか、将水とし、うか、今後はだ

＼ヽ ふ改i(fされてし、<}j向にあるの

でしょうか。

ーリングリストかできて¥.て、杵設、 IL·l~ をやるとさ

に関間を投けかけると、り,_,tれば、:rn分、 IIIすると人・

址の梢報か令IEIから1ま、）て、それをすくに使えると

いう環壌かあります。

佐藤い即想に近しヽような形が火践できて＼ヽるようです

が、そこにi;る過程で何か 1、ラプルはなか.)t..: でJ-か

伊藤（＼りし、や、 もう LITはとあ＇たと息う :J)ですか・・・

（笑）。私のところの部l"ltこ It でも ,j~'りに｝晶る It ど 1、ラ

プルを紐り返してきよした，;・J::i; 祭には、 til1、JJ) A. 1111 tこ

けで対応できすに、コンヒ ..Lータ(/)メーカーさんたと

か、＼ヽろ＼ヽろなところにお伯iiしヽ して/1組みをつく・）て

し、つてもらったとしヽ う(/)もあります。本‘りに fl)め(/)こ

ろは、先はど山村さん(/)晶にもあ・）たように、送ら./l

てきたメールか，，んめな ¥'of11Jf..:、これはと。＇＇「・人郎」

で送ったらだめだよ。「ワート」でもう IJui送＇）て＂と

か、そうしヽうことが11ii1; 茶飯＇卜だ・）たと＼ヽ うのが kP祭

ですね。

佐藤0現介はそうしヽう 1り］辿はなくなったのですか。

伊藤©今は、枠に使うソフトを統• して＼ヽるわけでは

ないのですが、かなりマナーかよくなってきた。ルー

ルができてきたとしヽうか…。まあ、使えば使うはど-tt't
れてきたのだろうと息うのですけれども。

佐藤◎小林さんの会村は発ii名の,'/:場で、今後ゼネコ

ンや中小の梨行をfll「・にUlm交換してしヽかなければな

らなしヽと息うのですか、・,じ［化とし、う 1/1j<l)J;,-;-.-,lfとし、ぅ

か、現在何か抱えてし、る問題はありますか，

小林◎現在、 fl:内のネ・／トワークが確,'(したどころで、

屯(-メール以外の-tiクトとの‘肛祭(/)',じ[-テータ(/)やりと

りというのはこれからの，；果題の-. つです。特に受けfill]

の環境が'1¥tl:とJ,;Jじではないので、その辺は今後もっ

と情報技術の村及が必要なのだとしヽう~しかします。た

だ、中1内でもノゞソコンにイ;mれな）jがかなりし、て1,l初

はJ湘各ってし、たようですか、‘火際に 2り糸各ってみれば

もう屯話と Iii]じようなf史し、力をしてくれてしヽるので、

これからは特に梢報技術とかシステムとしヽうことを心

識しなし、で、通常竹さんか使える Iiiの中になるのだと

いう期iかは持っています。

--. ... ,-,A ● ・↑•. ' ' ・-'・・・

9'.l 

小松し()1、kl尿にさまざまな伯報機岱

か111に出てし、ますか、 とにかく初めてさわって 5分以

I'、J(こ使えると＼ヽうものにお IIにかかったことがなし'o

利111riにし、ろ＼ヽ ろな教ftを強し、たり紬背を強いたりす

る.'.'..:で、 it'itU技術としヽうのは、まだまだとても木熟な

Ill芥てす。その心1!-t-で、例えば現場にしヽる）j々 が、こ

れか使えなきゃどし、．）ような恐I巾心を抱しヽたりする必

裳Iiさらさらなくて、 1史えなし、技術を提供する）jが悪

し、んたど＼ヽ うくら＼ヽ に、世、ってし、た）jかし、しヽ ような気が

しよすい，，それで、イヽ‘りに使利になるんだというのが

丈感できるようになるために、例えば 111かtill講背会を

妥:IUしばとても IIか11¥Jかセープできたりとしヽうことがあ

るんたったらやればしヽ＼ヽんであって、これをやらなけ

tlli何かかてきなし、と＼ヽうような要らぬイヽ‘女を抱くこ

とIiなしヽ んしゃな＼ヽ かと息しヽ ます。

佐藤）)','ii)とi'I然に人ってし、けるような…。

小松し））・1じ(-メールにしても、はとんど人多数の人が使

-, ・cし、て、 冷作の仲間に人ると1吏利そうだなというよ

うなとらえ Jiで l分だと息、しヽ ますね。

■話の進め方か変わってしまった？

皆川ぃリメールを使うようになって使利になったという

のは・wxですが、さらに話の進め）jか変わってきまし

たい。例えば、何かティスカッションするときメーリ

ングリストに流すど、 1't'i報が多数の人に共イiされるこ

どになる" I', だ＇）たら、 l.,,Jに相，，炎してからとか、 1-. 

11)を叫じて，:,r,を叫すとしヽ う fl1Kiを踏んでいましたから、

h'itllをり，IIってしヽることの、な味か大きかった。つまり、

柏骰を 'J;JJらせな＼ヽことによる棟作かやりやすかった。

それに対して、、h'i報を知ってし、ること J'jf本の意味より、

その'li'iruに対してどう対応するかか大切になっていま

す。ど(/)ようにそれを選別するかとか。

佐藤i≫tI内でメーリングリストをつくられている会礼

はありますかり

宮田'''Jtll'、1システムじゃなくて、外部の ASP(アプリ

ケーシゴンサーピスフロバイダー）を使うようなやり

)jでもし、＼ヽ んですね。

佐藤''')ええ。しヽ わばti内の'li'ifll交換のfl糾みとしてメ
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ーリングリストの類いを使ってい

れば。

宮田◎あります。

佐藤◎どういう活用のしかたです

か。

宮田◎どこの会社でも、糾織図I:

のツリーの中だけで仕事をしているとは限りませんよ

ね。個別のテーマに応じて、社外の人を含めたワーキ

ングを結成して1士事をすることが多いですから、ワー

キング単位でメーリングリストをつくって、情報共有

をしなくてはならないという局面がよくあります。

浪川◎当社では メー 1) ／グリストというよりもグル

ープウェア、ロータス「ノーツ」を使っています。そ

ういったものをどんどんつくっていって自由な発想を

求めるような風潮が社内にあります。ただし、そうい

ったものが今度は林立し過ぎてしまって、どこに何を

発言していいのか、あるいは、何か困ったことに対し

て似たような分野がいっばいできてしまったりしてと

いうのはあるんですけれども…。それでも、基本的に

は、オープンに発言すべき場を提供するのはいいこと

だということで。

佐藤◎それは非常に活発に運用されているわけです

か。

浪川◎ある時期を区切れば、最初すごく活発に運用さ

れるのですが、物によっては自然消滅的に発言されな

くなるものもあるみたいですね。

佐藤◎そういう活用というのは、下から上がってきた

ものですか、それとも上意下達的に命じられたもので

すか。

浪川◎両方あります。何か困ったことなどに対して、

だれかが勝手につくつて、そのうちみんなが集まって

いるというような、自然発生的なものが一つ。もう一

つは、上の方から、こういった改革なり改善とか意見

を出しなさいというようなものに対し、そこに入れて

いくような…。だから、二通りあるというのが実際で

すね。

佐藤◎中村さんのところは、いかがですか。

中村◎私も、先ほど伊藤さんの紹介にありました、専

門分野ごとのメーリングリストのIf.ち I・.げに挑戦をし

たことはあります。新しいスタイルのコミュニケーシ

ョンの問題というわけではないのですが、ホスト役を

できる人の存在が重要だと痛感しました。どうしても

コミュニケーションが発散してしまい、何だ、こんな

程度のものかと誤解されるケース

が多く、あまり継続したテーマは

今までになかったですね。

古村◎メールは報告や連絡に使う

のが主で、メーリングリストで議

論をするというような使い方はほ

とんどないと思います。メールを見ない人は相変わら

ず見ないという問題もまだ残っています。だから、メ

ールというのはまた浸透してないのかなあという感じ

はありますけどね。

佐藤◎みんなが当たり前に使えるようになって初めて

メールを通じた情報共有とか、議論が活発化してくる

というところですかね。

小松◎建設分野に限れば、全員が同じことを考えてい

るというケースが非常に少なくて、ある設計をやると

いっても、ある現場のある地形の中にあるものをつく

るときに出てきた問題というのは、本当に何十年か経

って同じようなケースがあったというぐらい個別です

よね。ですから、どちらかというと盛り上がっていく

メーリングリストの活用テーマというのはあんまりな

くて、ある問題に対して個々に質問を投げかけて答え

るというスタイルの問題解決が実際です。例えば、海

外の現場から“問題があったのですが、どうしたらい

いんですか”というメールで来て、これに対して半 B

以内に問題解決法を返答できるようになりました。時

間と空間ということからいえば、相当近くになったと

いえます。

■メールが使えないと
今後の仕事ができなくなる？

佐薦◎いま、メールの話に終始してきましたが、とり

あえずI木技術者としてはメールは必須条件のようで

すね。メールが使えないと今後仕事ができなくなるぞ

という感覚はありますか。

伊藤◎そうですね。私どももメーリングリストで社内

の情報をやりとりするのと同じように、最近は発注者

つまりお客さんの方からも、当たり前のようにメール

で情報が入ってくる。情報が人ってくるというか、“い

ついつ打介せをやりましょう。この時間、丸をつけて

送って＂という感じでやりとりして、集まるメンバー

にメールが流れていって、皆さんの調整がされて“じ

ゃあ、この時間にしましょう＂と。こういったことは

ほんの一例で、社外とのやりとりもごく当たり前にな
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ってきています。もはやメールが

当たり前に通伯の）j法として使わ

れるようになってきています。そ

んなふうになってきたのは、おそ

らくここ l、 2年の1111じゃなしヽ か

と息うんですね。

宮田◎メールというのは、屯・話のような気料な通{,i(/) 

手段ですよね。だから、それはもう本‘りにペース中の

ペースで、まずメールを使ったコミ上ニケーシ 3 ンは

だれでも当たり Jjijのようにできなくちゃしヽけなし、。ま

あ、できますよね。簡単ですから。

皆川◎屯話だと、その時間にそこにいなきゃいけなし、

ということがあるし、ファソクスだったら流したもの

を再利!flできなしヽということもあるし、そういう意味

ではやっばりメールが（史利ですね。

小松◎だけど、例えは施 L現場の図miというのは、今

の電fメールでは基本的に送れる大きさじゃないです

ね。だから、そこのところで逆に皆さんが、特に建設

会社の力はどう r火しているのか、お(ii]いしたいです

ね。

古村◎大きな竜fデータをやりとりするんだったら、

メールじゃなくて、やっばり MOとか、CDに焼いたり

とか、それで郵送ですよね。

皆川◎もっと緊急に見たいという場合にはどう対処し

てるんですか。

古村◎そのときは人が1if接運んでいく。

皆川◎一番確実ではありますね（笑）。

佐藤◎図曲も、図1紺集 1liltの交換でなくて、 1枚 1枚の

図!Iiiであれば、メールでも交換できそうに息うのです

が、そうでもないですか。やはりファイル容Uが大き

いですか。

宮田◎例えばどこかの r•J.I:視楊で穴を掘っていて、図

面にない埋設物が出てきた。これをどうするかki弧9、

決めるという場合には、図J(ti(/) ... 部をコピーして、 f-

で書き込んでファックスで送ってすぐに調整するとい

うようなやり方を、通常はとりますね。

小松◎というより、それが一番効半がいいですよね、

今の段階では。

宮田◎それを紺きかえる情報技術というのは今のとこ

ろないです。

中村◎ないともいい切れないと、思います。例えば、

CADで図面の局所的な部分をスナップショットに撮

って、それにちょっと手を加え、添付して送るといっ

土木技籠着にとっての IT(蘭編）

たことを、簡単なツールで上手に

やられている方もいらっしゃると

息しヽ ます。

皆川◎ただ、一般の現場の人が標

準的に使うものとして認知されて

いればしヽいんですけど•••。なるべ

く多くの人が特殊な知識を持たずに利）IIできることが

人り）だと息います。

浪川い品近、インターネットとかそういう情報技術を

¥11っている人、知らない人の貧瓜の差じゃないですけ

れども、ありますよね。だから、現在のところは、情

報 IJ テラシーという、,~.~は個人によるところが非常に大

さし・んじゃないかなあと息うんです。

小松いそれと、火際の事務所があって、コンピュータ

もテスクトップがあってという環境と、先はどみたい

に出動して埋設物どうこうというのをやっていてとい

うような、移動の中でのある問題解決をするために何

が一番いいかというのは、場面場面によって違うんだ

と息います。だから、いま、ユニバーサルに絶対に送

れるものというので何かといったら、テキストだけの

メールはひと通り、 1000 Ji台を突破した iモードまで

含めて到逹uf能ですが、それ以外のものというのは、

fillがfuIを持っているかというのも考慮しないと、今

のところできないですね。

宮田〇あるとすれば、米年からから世界に先駆けて H

本で往場する次世代携帯電話、 IMT-2000です。“現場

でこんな埋設物が出てきました＂という映像を送りな

がら、その場で対応を話し合うようなことができるか

もしれませんね。

■普及させるための教育をとうするか

佐藤り新しい技術は今後どんどん出てくると思、うので

すが、先はどちょっとした r火でファックスに代わる

ものもできるよという砧もありました。リテラシーと

いうか、そういうノウハウを背及させるための何かI

火というのはされていますでしょうか。あまねくエグ

ゼクティブから現場の新人社員にギるまで、共通で使

えるような、共通レベルのある基礎I:台を社内に構築

するというか、そういう r犬というのは何かあります

か。

古村◎教育でしょうね、やるとしたら。

佐藤◎教育も、全国規桟の会社も含め、小さいところ

も含め、なかなか集合教育って忙しいなかで難しいと
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思うのですが、うまくやる rk というのは•••。

宮田◎一つは情報リテラシーの問題ということでよく

片づけられてしまうんですが、 もう一つはマナーやマ

インドの部分ですね。さっきの中村さんの話にもあり

ましたけれど、“こういう送り方をした方が相手が情報

が活用しやすい＂とか、“こういう形式の方が受け取り

やすい”という、受けfの,'r.場に,tって情報を発侶す

ることの大切さを教育の中に盛り込んでいくことでは

ないでしょうか。

中村◎先ほど、両面のスナップショットで打I)と簡爪に

といってしまいましたが、意外と多くの前提条什とい

うか、知識が必要になりますね。 flげのグラフィック

の環境がどうだとか、表示色がどうで11li1f象ファイルの

フォーマットがどうだとか、小さい範圃なのにやたら

とデータサイズが大きくなっていて転送時間をillftし

たりと、考えると切りがなしヽぐらし、出てぎますね。そ

れだけ知識がいるということですよね。その辺に対し

て、教えてもらうとか、 iF確確に学ぷとしヽうことがなか

なか難しいとも感じます。情報技術というのは圧倒的

に海外から人ってきている。木質的な部分については、

米国ではごく当たり前でマニュアルになっていない。

国内のペンダーも米国の木社に追従するのが精ー・杯で、

要求してもなかなか提供してもらえないといったとこ

ろに、個人的にはすごくいらいらを感じてきました。

佐藤◎伊藤さんのところはどうされていますか。ヽ,,然

杜内でもソフトはいろいろなバージョンがあったり、

パソコンを買ってくると、一番新しい OSが人って、新

しいソフトがあって閉 fl するのですが、その辺の統—

化というか、コミュニケーションとしヽうか、ファイル

とかやりとりするときにうまくし、＜ような rkという

のは何かされていますか。

伊藤◎基本的には野放し状態です（笑）。まあ、やりと

りして失敗して、だんだんみんなに覚えてもらってい

るというのが実際のところかなという気がしますけど

ね。新しい製品が出てきたら/l1fi次

それを投入して、使えるような形

にしていっているというのが実際

です。

佐藤◎細かいトラプルの積み頂ね

で。逆にトラプルを恐れてはいけ

ない。 トラプルを蓄積しなければ

いけないということですね。

伊藤◎そうですね（笑）。

佐藤◎では、ホームページについてはいかがですか。

伊藤◎杜内の枯本としては、一応イントラネットに各

部界のホームページがあるのですが、まずほとんどそ

っちは見ません（笑）。 n分のスケジュール管理もでき

るようになっているので、そこにn分のスケジュール

を人れて、あるいはfll'f~があるときは他人のスケジュ

ールを見るというのが一番多いですけども。あと、杜

内の出納とかそういうのも令部それでやるんですが、

伝達市項のようなものをホームページで見るというこ

とは、あまりないというのが実際ですね。

佐薦◎小松さんの会社ではそういう伝達れ項とかはど

うされていますか。

小松◎H.r'、1での市務部r・1が発f,tするような令ネI共通の

ものは 1つのホームページになっていて、それ以外の

技術的な発信というのはそれぞれのグループのメーリ

ングリストという、やはりテーマに沿ったところとい

うので使い分けというふうになっているんじゃないで

すかね。

佐藤り令tiへ向けた市務部l"Iの通達のようなものは、

-l''rさん、見てもらってしヽるものですかね。

小松◎ちょっと詳しい話になりますが、ホームページ

をH内でデザインするときのガイドラインというのが

あって、各部門でページをデザインするときには、社

内の共通のホームページを 1つのフレームの中に必ず

入れなさいというのがあるんです。そうすると、各部

門の所属Hがその部門のホームページを見るときに、

その窓の中に令社共通の話題が必ず/I',る。そういうウ

ェプデザインのガイドラインを社内のデザイナーの人

たちに杵及させると、各部門の興味のあるところをや

つばり一番最初見に行きますから、そこから全体が見

えるというような感じですね。

佐藤りなるほど。いわばHrf..Jのどこのホームページを

間いても、伝えたしヽことは必ず紐っているというよう

につくってあると。それはなかなかおもしろい J:火で

すね。

宮田り'1Hf:の場合は、甚本的に社

nは令fl、令nのイントラネット

ホームページというのを見なくち

ゃいけないんですが、それ以外に

も各部l"lで個別に発信している情

報がたくさんありますので、それ

を兒落とさないように「私の朝一

チェック」というのが最近できた小松淳氏
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んです。その人がアクセスできる

範圃の情報で、あらかじめ指定し

ておくんですけれど、 H分に関係

のある梢報がもし史新されている

と、通知してくれるような機能が

あるんですよね。

佐藤◎やはり興味がi勇いて兄やすい環坑をつくつてあ

げるということですね。

宮田◎そうですね。

小松◎福利厚牛制度か変わっただとか、 l'l分のm得に

1関係するようなことは、必ず見た）jがいい梢報がある

わけですね。現場の施 Lとかとちょっと離れてしまし、

ますけれども（笑）。絶対に見た）jが得というのがある

と、そこは必ず兄るようになります。

皆川◎授業で "BBSを使って曹き込みをしなさい＂と

言ったんですね。ところが、青き込みしないんですよ。

それで、 1l!•I 酋き込んだら I!,\ とか、要するに実利かあ

るように11:1,,1けました。ただ、何かずるいことをやっ

ているような気がして、途中でやめました（笑）。ティ

スカッションすることによって l'I分が一番いい解にた

どりつくとか、それをこちら側は評価するとかの R火

をすると、積極的に使ってくれるかもしれません。

佐藤◎企業としては割と情報技術の分野は若い人に柏

っている部分も多いと息います。そうしヽう中で、大学

も含め、教育という面で新しく人ってくる新人社員な

り学生なりに求める、ここまではちょっと勉強しとい

て、こういうリテラシー、こういう概念を持っていて

くれればいいのになあというものはありますか。ここ

までのことはやっておいてくれるとありがたいんだけ

どなあとしヽう・・•。

浪川◎最近の新人~Htは、メールを使ったり、ホーム

ページを見たり、そういうのは結構たけている人が多

いなと感じています。逆に沈意しておかないと、 w木

みなどに勝手にホームページからわからないソフトと

かをどんどんダウンロードしてい

て、ウイルスの危険等があるから、

ちょっと心配な面もあります。

佐藤◎よく職務時間中に株をやっ

たりとかしヽう問題が…（笑）。はか

の業界だと、余計なメールを打っ

たらクビにするとか、そういう話

も聞きますけれども、そういうの

というのはやはり対策していかな

土木技術奮にとっての IT〈前編〉

ければいけないのでしょうか。

浪川◎当社ではログ（記録）はと

っていますが、あまり細かくは規

制していません。最近、情報系の

雑誌を兄ると、企業によっては厳

しく制限するところもあるようで

すが…。あまり制限しちゃうと逆に仕事でインターネ

ットで情報をとりたい人を制限してしまうということ

で。ただ、何かで発党したら、対処をするようにして

しヽ ます。

佐藤◎その辺、小松さんのところは結構やられている

のではないですか。

小松◎基本的に記録はとるけれども、コンサルタント

という職種からいって、制限をかけないで活用を最大

限にするという hを会社の方針としてはとっています。

ただ、新入社員の教育のようなことでいえば、業務の

ために使うんですよということを確約して IDとパス

ワードを渡すとか、そういう約束事はやっていますけ

どね。

佐藤◎初めの段階でくぎは刺しておきますよというこ

とですね（笑）。私の会社だと、学生が人ってきたとき

に「メールとインターネットは使えるか」って聞くと

「使えます」と。「ワードとかエクセルは？」って聞く

と、「いや、マックだったんでわかりません」というの

はよく聞くんですが、そういう問題というのはありま

すか。「メール使えます」といっても「いや、ポケット

ポードです」とか（笑）、こういうのはどうでしょう。

J・. 木の分野だと、それ以外に、最近ですと CADが当た

り前に使われてくる状況にはなってきていますが、例

えば CADという面でいくと、やはり身につけておい

てもらいたいものの一つになっているのでしょうか。

いろんなソフトの進いとかありますけれども、どうで

しょう。

宮田◎ワープロやメールなどの共通 OAの研修をし

たことがないので、ちょっとわか

らないんですけれど、学校では別

のメールソフトを使っていたとか、

モバイルでしかメールをやったこ

とがないとか、マックしか使った

ことがないという人でも、それは

それでいいと息うんですよ。マイ

クロソフト製の固有アプリケーシ

ョンが使えるかどうかよりも、む
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しろこういうツールを活用したピ

ジネスのやり方がわかるかという

ことだと思いますね。それが理解

できる人には、たとえツールが違

っても、 1時間、 2時間教えてあげ

ればわかることですから、むしろ

情報ツールを活用するセンスを身につけているかどう

かを問いたいですね。

佐藤◎いわば個別のソフトは教えればそれなりにわか

るし、必要であれば自ら勉強するだろうと。

宮田◎研條の機会を設ければ、必ずできるようになり

ますから。

佐藤◎それ以上に、つくったデータを使ってどうする

のかとか、もらったデータがどういうデータなのかと

か、相手にスムーズに情報交換するにはどうしたらい

いのかとか、そういうことがやはり大切だと。

宮田◎そうですね。報告書を作るのに切り貼りをして、

その場はしのげるかもしれないけれど、後で使う人の

ことを考えたらどっちがいいのか、それを理解できる

かどうかだと思いますね。

佐藤◎その辺というのは、社内の教育でできるもので

すか。それとも、やはり苦難を乗り越えて、 トラプル

の中で自ら身につけていってもらわなければいけない

ものですか。

宮田◎難しいですねえ。

古村◎そこのところはやりながらですよ。

佐薦◎やりながら身につけていく。

浪川◎私は、新入社員の情報リテラシーをtげるより

も、どちらかというと、社内のある程度年配の方に打

効な活用方法などを教える方が難しいかなと思います。

若い人はすぐ覚えますよね。

皆川◎これから数年で状況は大分変わってきますよね。

高校までのカリキュラムが変わって、大学へ入る前に

必條で情報をやってくることになると、大学がまず最

初に変わらなければいけないんですけれども、今の状

態でそうやって入ってくる高校生が満足できるわけは

ない。メールを使えない先生がいたら、“何だ、この大

学は？＂って必ずなりますのでね。大学に人ってくる

人の質はそういった形で情報に関して少し変わってく

るんですが、それなのに“なぜ大学から出てくる人は

依然としてこうなのか＂と企業の方にいわれないよう

にしていなかいと（笑）。

小松◎ただ、いま、就職活動自体がインターネットで

し

しか受け付けない会社が結構多い

ですから、その辺のベース、先ほ

どからいっているようなメールと

ホームページを見ますぐらいまで

のところはほぽカバーされていて、

先ほどの CADが使えた方がいい

かとか、ワープロが使えたほうがいいかという話は、

OJTじゃないですが、実際に担当するエリアで必要な

アプリケーションを覚えていくという方が現実的なん

だと思いますけどね。

古村◎個人個人の情報技術のレベル云々というよりも、

それを使える環境であるとか仕糾みがどうなっている

かという方がずっと頂要な問題だと思うんですが。

小林三昭氏

■正しい情報を見極める能力を
身につけよう

佐藤◎今後会社に入ってくるような行い枇代、 もちろ

ん今いる若い枇代は、そうやって情報が使いこなせて

いると。一方で、今まで情報技術に触れてきていなか

ったi仕代がどうしても遅れがちだということですね。

そういう人たちに、アプリケーションの使い方もしか

りだけれども、情報技術を使ったピジネスのやり方は

どういうものかを覚えて、その活用方法を知ってもら

いたいということでしょうか。

宮田◎ 1ついうなら、情報選択能力ですね。

佐藤◎といいますと？

宮田◎今まで枇の中は、情報を増やす方向にずっと動

いてきたし、おそらく新入社員として入ってくる人た

ちも、情報を数多く集めることはできると思、うんです

よ。いろいろなメーリングリストヘ人ったり、メール

マガジンを読んだりすれば情報展は増えますし、検索

ェンジンを調べれば関連ページは大景に出てきます。

ところが、あるテーマを仕事で取り羨flんでいて、それ

に関する情報を限られた時間でどうやって手に入れる

かとなると、情報を絞り込んだり、いらない情報をそ

ぎ落とすことが必要です。これだけ情報の洪水になっ

てくると、むしろ集めた情報を思い切って「捨てる」

能力が必要ではないかという気がします。

佐藤◎情報の洪水の中からiEしい情報を見極める能力

ですね。それはエグゼクテイプにとって一番大切な能

力なのかもしれませんね。札内から卜がってきている

いろいろな情報を見極めて方針を決める、そういう能

}Jが、やはり情報ツールを使って必要になってくるの
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ではないかということですね。

古村◎情報を集める点でいうと、

インターネットのiL糾みとしヽうの

は、何げなくやっていますけれど

も、今までのことを打えるとすご

く使利ですものね。

佐藤◎社会注本整備という分野でりえても、 i見ll)j貞イ（

とか情報公開の方向に進んでいますからね。われわれ

のii庫にとっても ti益な情報がどんどん得られやすい

ような状況になってしヽますね。

中村◎つまり、これからは1Eしい情報を見極める）Jが

盾要になるということですね。

小松◎まずは、コミュニケーションツールとしてのス

キルは持ってくださいということ。それも、その現場

に例えばファックスで送った方がいいのかというツー

ルの選択能）Jを持ってくださいと。その話がまずペー

スにあって、次に、情報を集めてn分の問題を解決し

なさいといったときには、情報の集め}jの1f1でどの能

力が必要かといったら、情報選訳能）Jですよという、

そういう感じなんだと息います。

浪川◎集める能）Jがあって、さらにその中から選択す

る能）Jかなぁと私は息います。情報をうまく集められ

ない人もいると、世、しヽ ます。

中村◎屯話を使うにしても、屯話を物理的に操作して

かけるという使い）jと、きちんとした呂娯逍いで適切

な恥溶をするという使い）jとがあると、也、うんです。そ

の,~砂が必要なように、コンピ上ータに関しても、 1,,J

じように要求されていると恩います。その1山Uiをきち

んと教えられる人というのはまだ少ないのではと感じ

ています。コンピュータを教えるというと、ワープロ

の使い方のオペレーション指導でしかないんですよね。

本質的なリテラシーを教えられる、情報技術に精通し

た人がまだまだ少ないのですかね。

教えるということに対して限界があるのかなあとも

思うんです。自分が痛い思い、恥ずかしい失敗をして、

その失敗を繰り返さないという経験の方が効果的なの

かなあと思っているんです。情報が氾濫しているなか、

与えられた情報はあまり残らない。自らの貴重な経験

のほうがと思ってはいるのですが、いろいろと経験し

てみる時間がなくなっているのかなと感じています。

小林◎だって、電話の操作方法を教える人はいないで

すよね。それと伺じですよ。

佐藤◎そういうレペルまで米ていると。

小林◎贔小限使わなければいけな

いものは、本連載講座の第 1囮を

戒んでもらえればメニューがわか

ると（笑）。

中村◎電話の操作も転送や三者同

時通話とか、ちょっと複雑な機能

は、紘外に理解されてないですね。

宮田りIFJ際電話のダイヤルのfl}jを聞く人もいますよ

ね。

小林◎ltl際屯話の知識のない人には、メールの方が楽

なんですよ。

佐薩◎メールなら、たとえ地球の襄側でも同じ番号で

いいですからね。最後に一つ、例えばそういう読み書

きそろばん的なリテラシーが自分は欠けているのでこ

のまま野に飛ぴ出したらみんなに怒られる、恥ずかし

い息いをするのが嫌だ。手っ取り早くそういうのを勉

強したい、身につけたいと思、った人はどうすればいい

ですか。

小松◎携帯電話を使うということですね。そういうこ

とからいえば、屯f-メールなり、コミュニケーション

の基本はこれでも lぅ｝わかりますんで。

佐藤◎携帯屯話でもいいから、とにかく電子コミュニ

ケーションの世界に、 fl:事とは離れてでも飛ぴ込んで

みる、友達とでもいいからやりとりしてみる、そうい

うことが必要だと。

中村n>そうですね。先はど、 1ufが11:しい情報かという

のが話題にII',よしたけれども、 1Eしいという判断は難

しいですよね。たくさんの選択肢、いろいろなものを

兄て、その中でこれが一番いいというものが正しいと

いう結論になるわけですから、たくさん見るというこ

とが1Eしいものを見つけられる一つの方法なのかなあ

と思、うんです。いろいろな経験をして、それよりもあ

れが、あれよりもこれがいいという経験をした人が、

知識を持った人になれるのかなあと思っています。

佐藤◎どうもありがとうございました。このつづきは、

後編に。
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